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2003 年 5月 26 日宮城県沖の地震の評価 

 
 
○  ５月 26 日 18 時 24 分頃に宮城県沖の深さ約 70km でマグニチュード（M）7.0（暫定

値）の地震が発生した。この地震により岩手県と宮城県で最大震度６弱を観測し、被

害を伴った。発震機構は太平洋プレートの沈み込む方向に圧力軸をもつ型で、太平洋

プレート内部の地震と考えられる。活動は本震－余震型で推移している。５月 27 日 12

時現在までの最大の余震は 27 日 00 時 44 分頃に発生した M4.9（暫定値）の地震で、最

大震度４を観測した。 

 

○  GPS 観測の結果によると、本震の発生に伴って、震央の西側では最大約 1.5cm 程度の

水平地殻変動が観測されており、今回の地震の発震機構に整合している。 

 

○  今回の地震は、1978 年宮城県沖地震（M7.4）の震央からは北北西に約 80km 離れてお

り、深さや発震機構も異なっていることから、地震調査委員会で想定している宮城県

沖地震とは異なる地震と考えられる。 

 

○  今回の地震の近傍では 1978 年宮城県沖地震の約４か月前に M6.7 の地震が発生して

いる。この地震も今回の地震と同様プレート内地震であったと考えられている。 

 

○  ５月 27日 13時から 24時間以内にＭ5.0以上の余震が発生する確率は約 60％と推定

される。Ｍ5.0 程度の余震が発生した場合、大きいところでは震度４程度の揺れになる

と推定される。 
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